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露
口
哲
治
（
自
民
党
小
金
井
）

　

虚
野
川
流
域
で
は
大
雨
時
の
汚
水

流
出
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
下
水

道
処
理
施
設
更
新
に
は
多
く
の
費
用

が
必
要
で
あ
る
。
近
隣
市
で
は
下
水

道
基
金
な
ど
の
創
設
も
発
表
さ
れ
て

い
る
が
、
本
市
の
対
応
と
計
画
は
。

　

環
境
部
長　

本
市
の
下
水
道
処
理

方
式
の
８
割
以
上
が
汚
水
と
雨
水
の

同
一
の
下
水
管
で
流
す
合
流
式
で
あ

る
。
野
川
で
は
口
径
が　

～　

尺
程

３０

１００

度
ま
で
は
分
流
式
吐
き
口
で
あ
る
が
、

そ
れ
以
上
の
太
い
口
径
は
合
流
式
吐

き
口
で
、
雨
天
時
に
は
未
処
理
の
ま

ま
河
川
に
放
流
さ
れ
る
。
雨
天
時
に

下
水
管
の
処
理
能
力
を
超
え
た
雨
水

は
７
箇
所
で
未
処
理
の
ま
ま
放
流
さ

れ
る
が
、
ス
ク
リ
ー
ン
や
水
面
制
御

装
置
を
設
置
し
野
川
の
水
質
向
上
に

努
め
て
い
る
。
施
設
更
新
に
つ
い
て

大
雨
の
と
き

大
雨
の
と
き
、、

野
川
は
汚
れ
て
い

野
川
は
汚
れ
て
い
るる

す
る
健
康
課
と
い
か
に
効
果
的
に
連

携
で
き
る
か
、
併
せ
て
検
討
し
た
い
。

形
現
在
、
国
民
健
康
保
険
中
央
会
に

お
い
て
、
レ
セ
プ
ト
情
報
、
特
定
健

診
等
の
情
報
を
連
携
し
て
分
析
で
き

る
シ
ス
テ
ム
を
開
発
中
で
あ
る
。
平

成　

年
度
か
ら
稼
動
で
き
る
よ
う
に

２７
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ

う
な
シ
ス
テ
ム
の
活
用
も
視
野
に
入

れ
、
効
果
的
な
事
業
展
開
が
で
き
な

い
か
検
討
し
て
い
き
た
い
。

■
そ
の
他
、
注
射
針
の
廃
棄
と
東
京

五
輪
２
０
２
０
へ
の
取
組
に
つ
い
て

質
問
し
ま
し
た
。

結
ぶ
べ
き
で
あ
る
。
形
回
遊
性
の
活

性
化
に
向
け
、
一
時
的
な
既
存
商
店

の
客
減
り
に
対
応
す
る
た
め
、
商
店

へ
の
利
子
補
給
を
充
実
す
べ
き
だ
。

　

市
民
部
長　

契
防
災
計
画
書
を
踏

ま
え
、
Ｊ
Ｒ
側
と
具
体
的
な
見
直
し

を
今
後
行
い
た
い
。
形
保
証
料
の
補

助
に
よ
り
事
業
者
を
支
援
し
て
い
る
。

　

距
子
育
て
支
援
施
策
や
、
み
ん
な

で
子
育
て
応
援
ブ
ッ
ク
「
の
び
の
び

こ
が
ね
い
っ
子
」
の
Ｐ
Ｒ
チ
ラ
シ
を
、

厚
木
市
の
チ
ラ
シ
を
参
考
に
作
成
し

な
い
か
。

　

子
ど
も
家
庭
部
長　

利
便
性
が
高

い
と
認
識
し
て
い
る
。
検
討
し
た
い
。

は
、
公
共
下
水
道
プ
ラ
ン
の
事
業
計

画
を
立
て
て
お
り
、
詳
細
な
施
設
長

寿
命
化
計
画
の
準
備
段
階
で
あ
る
基

金
の
創
設
や
使
用
料
改
定
も
視
野
に

入
れ
る
。

　

許
野
川
の
「
新
前
橋
」
か
ら
「
小

金
井
新
橋
」
ま
で
の
間
、
右
岸
に
は

河
川
敷
へ
下
り
る
階
段
が
な
い
。
危

機
管
理
上
も
問
題
が
あ
る
の
で
、
中

前
橋
の
辺
り
に
階
段
設
置
の
努
力
を

し
て
も
ら
い
た
い
。
な
お
、
本
件
の

要
望
署
名
が
都
や
市
に
届
い
て
い
る
。

　

都
市
整
備
部
長　

野
川
沿
い
の
階

段
設
置
に
向
け
、
地
域
の
皆
様
と
一

緒
に
都
の
方
へ
お
願
い
し
て
い
く
。

を
使
っ
た
食
育
授
業
を
市
内
全
小
中

学
校
で
実
施
し
な
い
か
。
形
江
戸
東

京
野
菜
を
、
小
金
井
の
ブ
ラ
ン
ド
野

菜
と
し
て
更
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
企
画

を
考
え
な
い
か
。
径
農
地
を
借
り
て
、

障
が
い
者
の
自
立
支
援
や
雇
用
の
場

と
し
て
野
菜
や
草
花
を
育
て
な
い
か
。

　

学
校
教
育
部
長　

契
市
内
の
食
育

研
究
者
や
農
業
者
の
情
報
を
各
学
校

に
伝
え
て
い
く
。

　

市
民
部
長　

形
農
業
関
係
者
と
連

携
し
な
が
ら
検
討
し
た
い
。

　

自
立
生
活
支
援
課
長　

径
２
つ
の

事
業
所
が
市
民
農
園
等
を
借
り
て
作

業
し
て
い
る
。

ワ
ー
ド
に
様
々
な
市
民
講
座
の
ご
提

供
を
い
た
だ
き
連
携
を
進
め
て
い
る
。

そ
れ
ぞ
れ
の
大
学
と
は
、「
連
携
推

進
に
関
す
る
協
定
書
」
や
「
地
域
を

結
ぶ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
要
綱
」
と
い
う

形
で
今
後
も
積
極
的
に
連
携
を
進
め

て
い
く
土
台
が
で
き
て
い
る
。
両
校

と
も
現
行
の
連
携
事
業
を
し
っ
か
り

進
め
、
今
後
積
極
的
に
連
携
し
て
い

け
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
れ
ば
、
更
に

進
め
て
い
き
た
い
。

■
そ
の
他
、
新
庁
舎
建
設
の
進
捗
状

況
、
人
件
費
比
率
、
東
京
五
輪
へ
の

ビ
ジ
ョ
ン
、
友
好
都
市
三
宅
村
と
の

交
流
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

利
用
者
の
安
全
性
と
利
便
性
を
向
上

す
る
も
の
と
な
る
。

　

距
学
童
保
育
の
未
来
に
つ
い
て
。

子
ど
も
子
育
て
支
援
法
で
は
全
て
の

児
童
に
必
要
な
保
育
を
行
う
観
点
か

ら
、
契
障
が
い
の
あ
る
児
童
の
入
所

拡
大
は
、
子
ど
も
や
家
庭
の
就
労
支

援
に
つ
な
が
る
と
考
え
る
か
。
形
希

望
者
の
全
員
入
所
を
維
持
す
る
か
。

　

子
ど
も
家
庭
部
長　

契
児
童
の
放

課
後
の
居
場
所
づ
く
り
の
み
な
ら
ず
、

保
護
者
の
就
労
支
援
に
も
つ
な
が
る
。

形
極
力
入
所
希
望
に
応
え
て
い
く
。

■
そ
の
他
、
Ｊ
Ｒ
ス
イ
ク
ル
事
業
と

連
携
し
た
地
域
商
業
活
性
化
を
提
案
。

自由民主党小金井市議団
日本共産党小金井市議団
小金井市議会公明党
小金井市議会民主党
みんなの党・小金井刷新の会
生活者ネットワーク
改革連合
市民自治こがねい
こがねい市民会議
小金井をおもしろくする会

（自民党小金井）
（日本共産党）
（公　 明　 党）
（市議会民主党）
（みんなの党）
（生活者ネット）
（改 革 連 合）
（市 民 自 治）
（市 民 会 議）
（こ が お も）

会
派
の
略
称※原稿は市長部局の答弁も含めて各議員が作成しています。

一 般 質 問 （４面～７面）
１２月３日～６日

小
林
正
樹
（
公
明
党
）

　

虚
２
０
２
５
年
に
は
、　

歳
以
上

７５

の
一
人
暮
ら
し
世
帯
は
約　

万
世
帯

４００

（
４
軒
に
１
軒
が
高
齢
者
の
み
の
世

帯
）
に
上
る
と
推
計
さ
れ
て
い
る
。

小
金
井
市
に
目
立
つ
空
き
家
・
空
き

室
を
活
用
し
、
ケ
ア
付
き
賃
貸
住
宅

の
増
設
や
グ
ル
ー
プ
リ
ビ
ン
グ
の
推

進
で
、
高
齢
者
の
住
宅
問
題
を
解
決

で
き
な
い
か
。

　

ま
ち
づ
く
り
担
当
部
長　

空
き

家
・
空
き
室
の
有
効
活
用
の
可
能
性

は
あ
る
。
東
京
都
と
連
携
し
、
制
度

（
補
助
金
）
活
用
の
周
知
を
工
夫
し

た
い
。

　

許
高
架
下
ラ
イ
ン
モ
ー
ル
の
オ
ー

プ
ン
を
前
に
、
既
存
の
商
店
と
メ
リ

ッ
ト
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
る
べ
き
。
契
Ｊ
Ｒ
と
応
急
対
策
活

動
協
力
協
定
、
物
資
供
給
協
定
等
を

高
齢
者
の
住
宅
充
実

高
齢
者
の
住
宅
充
実
・・

子
育
て
支
援
施
策
の
Ｐ
Ｒ

子
育
て
支
援
施
策
の
Ｐ
Ｒ
をを

宮
下　

誠
（
公
明
党
）

　

働
き
盛
り
の
年
代
に
こ
そ
、
予
防

対
策
や
健
康
指
導
を
手
厚
く
行
う
べ

き
で
あ
る
。
契
先
進
市
で
は
、
糖
尿

病
の
重
症
化
予
防
に
向
け
、
国
民
健

康
保
険
の
レ
セ
プ
ト
分
析
に
よ
り
対

象
者
を
抽
出
後
、
き
め
細
や
か
な
対

応
を
と
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
取

組
を
行
わ
な
い
か
。
形
国
の
政
策
を

先
取
り
し
て
モ
デ
ル
事
業
に
手
を
挙

げ
て
い
か
な
い
か
。

　

市
民
部
長　

契
現
在
、
レ
セ
プ
ト

の
デ
ー
タ
を
読
み
解
き
、
医
療
的
保

健
予
防
的
に
専
門
性
を
も
っ
て
判
断

で
き
る
体
制
に
は
な
っ
て
い
な
い
。

紹
介
の
あ
っ
た
先
進
事
例
は
、
非
常

に
検
討
に
値
す
る
も
の
と
認
識
し
て

い
る
。
本
市
で
ど
の
よ
う
な
展
開
が

可
能
か
検
討
し
た
い
。
ま
た
、
専
門

知
識
を
有
し
て
い
る
保
健
師
の
所
属

各
種
デ
ー
タ
の
分
析

各
種
デ
ー
タ
の
分
析
・・

利
用
で
健
康
寿
命
の
延
伸

利
用
で
健
康
寿
命
の
延
伸
をを

渡
辺
ふ
き
子
（
公
明
党
）

　

虚
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で

安
心
し
て
生
涯
を
過
ご
す
た
め
、
契

訪
問
看
護
と
訪
問
医
療
の
連
携
に
よ

り
在
宅
介
護
の
体
制
を
拡
充
す
べ
き
。

形
医
療
や
健
康
の
悩
み
を
地
域
で
気

軽
に
相
談
で
き
る
場
所
が
必
要
。
病

後
在
宅
療
養
や
医
療
相
談
に
あ
た
る

地
域
の
保
健
室
を
設
置
し
な
い
か
。

　

福
祉
保
健
部
長　

契
定
期
巡
回
随

時
対
応
型
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
の
た
め

基
盤
整
備
に
努
め
た
い
。
形
団
塊
世

代
が　

歳
以
上
に
な
る
２
０
２
５
年

７５

を
見
据
え
て
の
課
題
と
考
え
て
い
る
。

　

許
地
産
地
消
を
目
指
し
、
小
金
井

ら
し
い
食
と
農
の
展
開
を
。
健
全
で

豊
か
な
食
生
活
を
自
ら
選
択
で
き
る

子
供
た
ち
を
育
成
す
る
に
は
、
学
校

現
場
で
の
食
育
が
重
要
。
契
食
育
推

進
委
員
と
農
業
者
に
よ
る
地
場
野
菜

高
齢
者
を
地
域

高
齢
者
を
地
域
でで

支
え
る
環
境
整
備

支
え
る
環
境
整
備
をを

百
瀬
和
浩
（
み
ん
な
の
党
）

　

限
ら
れ
た
財
源
で
効
果
的
な
行
政

運
営
を
目
指
し
、
様
々
な
課
題
を
解

決
す
る
た
め
に
は
、
大
学
と
の
連
携

は
重
要
で
あ
り
、
大
学
の
持
つ
人
材
、

ソ
フ
ト
、
ハ
ー
ド
は
地
域
の
大
き
な

財
産
で
あ
る
。
市
内
の
国
立
大
学
法

人
と
は
こ
れ
ま
で
ど
の
よ
う
な
連
携

を
し
て
き
た
か
、
ま
た
将
来
的
に
ど

の
よ
う
な
展
望
を
持
っ
て
い
る
か
。

　

企
画
財
政
部
長　

東
京
学
芸
大
学

と
は
、
教
育
委
員
会
と
教
育
分
野
で

教
員
の
資
質
・
能
力
向
上
や
学
校
教

育
上
の
支
援
、
教
員
養
成
へ
の
協
力

な
ど
の
連
携
が
あ
る
。
ま
た
、
近
年

で
は
文
化
芸
術
・
発
達
支
援
の
事
業

に
お
い
て
も
連
携
を
し
て
い
た
だ
い

て
い
る
。
東
京
農
工
大
学
と
は
、
研

究
内
容
が
自
治
体
行
政
の
範
疇
を
超

え
る
も
の
が
多
い
が
、
科
学
を
キ
ー

「
産
・
学
・
官
」
連

「
産
・
学
・
官
」
連
携携

と
り
わ
け
大
学
と
の
連
携

と
り
わ
け
大
学
と
の
連
携
をを

岸
田
正
義
（
市
議
会
民
主
党
）

　

虚 
健  
幸 
な
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
。

け
ん 
こ
う

団
塊
世
代
が　

歳
を
迎
え
る
２
０
２

７５

５
年
問
題
に
向
け
、
元
気
な
高
齢
者

が
地
域
を
支
え
る
社
会
づ
く
り
の
た

め
に
、
ソ
フ
ト
面
・
ハ
ー
ド
面
が
一

体
と
な
っ
た
全
庁
的
な
体
制
で
、
歩

き
た
く
な
る
ま
ち
づ
く
り
の
取
組
を
。

　

市
長　

そ
の
よ
う
な
環
境
を
整
え

る
こ
と
が
行
政
の
仕
事
で
あ
り
、
で

き
る
だ
け
行
政
に
反
映
さ
せ
て
い
く
。

　

許
玉
川
上
水
の
人
道
橋
に
つ
い
て
。

契
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
予
定
ど
お
り
か
。

形
人
道
橋
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

　

都
市
整
備
部
長　

契
歩
道
橋
の
今

年
度
撤
去
は
困
難
。
来
年
度
前
期
に

撤
去
し
、
後
期
に
人
道
橋
を
架
設
。

　

生
涯
学
習
部
長　

形
形
状
は
全
国

的
に
希
少
な
フ
ィ
ー
レ
ン
デ
ィ
ー
ル

橋
で
、
名
勝
景
観
に
ふ
さ
わ
し
く
、

こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り

こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
とと

子
育
て
政
策
を
問

子
育
て
政
策
を
問
うう


